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部局名 職名 氏名 研究課題
一教授 余田成男 赤道域大気変動と物質輸送1こ関する数値実験的研究
大学院理学研究科・理学部 教授 柴田一成 太陽活動現象
教授 星村雄彦 赤道域降水変動1こ関する観測的及ぴ数値実験的研究
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大学院エネルギー科学研究科 准教授 河本晴雄 ヤシ科植物の総合的エネルギー利用の研究
助教 宮藤久士 ヤシ科植物の総合的エネルギー利用の研究
教授 荒木　　茂 熱帯強風化土壌1：おける作物栽培の地域間比較














































生存基盤科学研究ユニット 助教 鈴木史朗 分子育種1こよる循環型社会1こ適合した早生樹の創出
2．3平成20年度生存圏明牙ミツションプロジェクトの研究概要
関連
氏　名 研究プロジェクト題目 共同研究者 関連部局
ミッション
有村源一郎 揮発性テルペンが媒介する生態系生物 矢崎一史 理学研究科1 1
（理学研究科） 間情報ネットワーク 高林純示 生態学研究センター
塩谷雅人 東南アジア研究所
林　泰一 防災研究所

























































































































































































































































































































回数 開催月日 演　　　　者 題　　　　　　　　　　目
71 11日
　　山本　衛
i生存圏研究所・教授）
GNU　Radio　lこ基づく電離圏観測用衛星ビーコン受信機の開発
6月
72 25日
　　　　孫　暁剛
i東南アジア研究所・特定助教）
東アフリカ牧畜社会における不確実性への対応とリスクマネジメント
73 9日
　　　上出洋介
i生存圏研究所・特任教授）
地上磁場データから宇宙天気図をつくる
74 16日
　　　　高橋けんし
i次世代開拓研究ユニット・助教）
大気圏・森林圏における微量成分の変質過程に関する研究
Q新しいレーザー分光計測技術の開拓＿
7月
75 23日
　　園部太郎
iミッション専攻研究員）
マイクロ波加熱による材料プロセッシングの萌芽研究
76 30日
　　原田英美子
iミッション専攻研究員）
重金属蓄積植物分子機構の解明と環境浄化への応用
η 10日
　　大橋康典
iミッション専攻研究員）
アカシア材の化学資源化を目指したマイクロ波およびその増感剤を利用し
ｽ反応系の開発
78 9月 17日
　　坂東麻衣
iミッション専攻研究員）
スペースデブリ・地球接近小惑星環境計測のための軌道制御
79 24日
　I．V　Subba　Reddy
iミッション専攻研究員）
Retrieval　of　Water　vapor　with　COSMlC　data　by　using1D－var　analysis　and
モ盾高垂≠窒奄唐盾氏@with　di冊erent　obse～ational　pla廿。rms
iAqua．COSMlC，NCEP　and　ECMWF）
80 10月 1日
　　高谷　光
i化学研究所・准教授）
メタル化ペプチドを用いる金属の精密集積制御
一94一
15日
Sasa　So～an　Munawar
iミッション専攻研究員）
Dev81opment　of　new　plastic－like　mo1d6d　products　from　aoacia　mangiumbark
≠獅п@natura1acid　r6inforced　w辻h　non－wood　plant　fibers
81
黷W2一83
1O月 22目
　有村源一郎
i理学研究科・准教授〕
植物の食害防衛メカ＝ズム直接防衛と間接防衛
29日
　　田上高床
i理学研究科・教授）
鍾乳石と熱帯樹を用いたアジア赤道域の気候1環境変遷の復元
5日
　　鍵山恒臣
i理学研究科・教授）
火山活動の予測に関する研究の現状と展望
黹}グマからの脱ガスを捉える一
11月 19日
　　　　　徳地直子
iフィールド科学教育研究センター・
@　　　　准教授）
森林施業が森林生態系に与える影響
26日
　　　大串隆之
i生態学研究センター・教授）
生物多様性を生み出す生態系ネットワーク
87 9日
　　　　寺田暁彦
i理学研究科・研究機関研究員）
火山1こおける水輸送を捉える～マグマから大気へ
88 12月 17日
　　矢崎一史
i生存圏研究所・教授）
熱帯樹木のプレニル化フラボノイド分泌1こ関わる組織学的解析とミツバチ
ﾌ利用形態
89 24日
　　山11宏
i生存圏研究所・教授）
ソーラーセイルによる地球接近小惑星サーベイ働則
90 14目
　　須崎純一
i地球環境学堂・准教授）
多偏波干渉合成開口レーダ（POLSAR）を用いた水田と都市域の散乱モデ
汲ﾌ構築と衛星画像への適用
91 1月 21日
　　　　陀安一郎
i生態学研究センター・准教授）
森林生態系の撹乱回復過程における食物網構造の変化1安定同位体解
ﾍ1こよる推定
92 28日
　　林　泰一
i防災研究所・准教授）
インド亜大陸北東部のブラマプトラ川流域における自然環境と手＝1システム
Pこついて
2．5シンポジウムの開催
（1）生存圏研究所ミッション推進シンポジウム
日時：
場所：
平成20年12月10日（水）9時30分～16時
京都大学宇治キャンパス　北4号棟4階　エネルギー理工学研究所大会議室
プログラム
9：30
9：40
9：50
所長挨拶
ミッション推進委員会報告
ミッション1：環境計測・地球再生
川井秀一
大村善治
矢崎　史
一95一
10：20
10：50
11：20
13：00
13：30
！4：00
14：40
ミッション2：太陽エネルギー変換・利用
ミッション3：宇宙環境・利用
ミッション4：循環型資源・材料開発
インターミッション報告
学際萌芽研究センター　活動報告
開放型研究推進部　活動報告
パネルディスカッション
　　ミッションの検討
　概算要求・拠点
　概算要求・設備要求
　プロジェクト
橋本弘蔵
山川　宏
小松幸平
矢野浩之
渡辺隆司
塩谷雅人
津田敏隆、今村祐嗣
（2）生存圏明牙・融合ミッションシンポジウム
目時：平成21年3月19日（木）午前9：30～
場所：京都大学生存圏研究所木質ホール
プログラム
9：30　挨拶　川井秀一（京都大学生存圏研究所長）
9：35　渡辺隆司（京都大学生存圏研究所生存圏学際萌芽研究センター長）
　　　　　　生存圏学際萌芽研究センター活動の概要
［ミッション専攻研究員コ
9：45　大橋康典
　　　　　　　アカシア材の化学資源化を目指したマイクロ波およびその増感剤を利用した反応系の開発
10：00　坂東麻衣
　　　　　　　スペースデブリ・地球接近小惑星環境計測のための軌道制御
10：15　原田英美子
　　　　　　　樹木を用いた重金属汚染土壌のファイトレメディエーション法の開発研究
10：30　　　　Sasa　Sofyan　Munawar
　　　　　　　Deve　lopment　of　new　plast　i　c－1ike　mol　ded　product　s　from　acac　ia　mangium　bark　and　natural
　　　　　　　acid　reinforced　with　non－wood　plant　fibers
10：45　　　Mahabubur　Rahman
　　　　　　　Regeneration　and　Genetic　Transformation　of　／c∂oゴ∂ma刀8ノα”
11：00　園部太郎（京都大学エネルギー科学研究科）
　　　　　　　脱化石資源を目指したマイクロ波利用による材料（木質バイオマス材料・セラミックス・金
　　　　　　　属材料）のエネルギー・化学物質変換サーマルプロセスの開発
11：15　非ロー成
　　　　　　　光感応触媒を用いたバイオマス資源からの有用物質生産プロセスの開発
［萌芽ミッションプロジェクト1
11：25　陀安一郎（京都大学生態学研究センター）
　　　　　　　森林生態系の撹乱回復過程における、食物網炭素動態変化の解明
一96一
11：37　山川　宏（京都大学生存圏研究所）
　　　　　　　スペースデブリ・地球接近小惑星環境計測のための軌道制御
11：4g　山本衛（京都大学生存圏研究所）
　　　　　　　GNU　Radioディジタル・ビーコン受信機とGPS－TECを用いた中規模電離圏擾乱の
　　　　　　　トモグラフィ観測
13：20　有村源一郎（京都大学大学院理学研究科）
　　　　　　　揮発性テルペンが媒介する生態系生物間情報ネットワーク
13：32　安藤和雄（京都大学東南アジア研究所）・林泰一（京都大学防災研究所）
　　　　　　　ブラマプトラ川流域における生存圏のエコシステムの持続的発展の可能性
13：44　大串隆之（京都大学生態学研究センター）
　　　　　　　樹木の遺伝的多様性が節足動物群集と生態系機能に果たす役割の解明
13：54　寺田暁彦・鍵山恒臣（京都大学大学院理学研究科）
　　　　　　　活動的火口湖からの湖面蒸発量測定の新手法開発
　　　　　　　　　　一ライダー技術の「安全・安心」への応用一
14：06　須崎純一（京都大学大学院地球環境学堂）
　　　　　　　多偏波干渉合成開口レーダ（POLSAR）を用いた水口ヨと都市域の散乱モデルの構築と
　　　　　　　衛星画像への適用
14：18　高谷　光（京都大学化学研究所）
　　　　　　　ポスト石油リファイナリーのためのメタル化ペプチド触媒によるリグニンの精密酸化分解
　　　　　　　反応開発
14：30　田上高広（京都大学大学院理学研究科）
　　　　　　　鍾乳石と熱帯樹を用いたアジア赤道域の気候・環境変遷の復元
14：42　矢崎一史（京都大学生存圏研究所）
　　　　　　　熱帯樹木のプレニル化フラボノイド分泌に関わる組織学的解析とミツバチの利用形態
14：54　徳地直子（京都大学フィールド科学教育研究センター）
　　　　　　　同位体トレーサーと土壌酵素活性を用いた森林土壌窒素動態の把握
3．ミッションプロジェクト研究
生存圏研究所ミッションに関連して以下の研究プロジェクトを実施した。
ミッション11環境計測・地球再生
ミッション研究の活動内容
　「環境計測・地球再生」を進めるミッション1では、大気圏を中心とした現在の生存圏の状態を先端計
測に基づいて正確に把握すると共に、環境を保全しつつ森林圏で生産されるバイオマス資源の持続的な蓄
積・禾11活用を進める研究をおこなっている。平成20年度からは全国・国際共同利用設備である持続可能生
存圏開拓診断（Deve／opment　and　assessment　of　sustainable　h㎜anospher；DASH）システムも運用を開始
し、ミッション1とも密接に関連して、遺伝子組換え植物対応型の大型温室と集中的な評価分析機器を用
いた研究も始まっている。さらに学内の予算処置を受けて、次の2で述べるような萌芽的・試験的な研究
をおこなっている。
研究課題
　平成20年度には以下7件の研究課題を採択した（括弧内は研究代表者）
・東南アジア域における赤道スプレッドF現象の発生予測（山本衛）
一g7一
・熱帯実用植物の分子育種基盤構築（梅澤俊明）
・イソプレン放出植物の耐熱性機構と持続可能農業のための分子育種（矢崎一史）
・小型衛星によるGPS電波掩蔽観測（津田敏隆）
・木材組織学と同位体化学の融合によるヒノキ年輪を用いた古気候復元の試み　（杉山淳司）
・森林が雨を降らせるメカニズム（林隆久）
・ポリガラクチュロテーゼ構成発現体植物の微細構造解析（馬場啓一）
平成20年度に重点的に予算配分された研究活動と成果
特に重点的に予算配分された研究課題（上記の最初の2件）を中心に、研究活動と成果を以下に報告する。
「東南アジア域における赤道スプレッドF現象の発生予測」
　　本研究では、SEALION観測点に、我々が独白に開発してきた衛星ビーコン観測用のディジタル受信機
　　GRBRを設置し、ESFの発生前後の電離圏全電子密度の緯度・経度構造を明らかにしようとした。具体
　　的には、2009年1～3月の期間に、ベトナム、インドネシア、タイの3ヶ所にGRBRを設置し、観測を
　　開始した。
r熱帯実用植物の分子育種基盤構築」
　　具体的成果として3点が挙げられた。1）熱帯アカシア（マンキウムなど）の個体再生および形質転
　　換条件について検討し、nodularcallusあるいはシュートの再生に成功した。2）アカシア・マンギウ
　　ムの分化中木部およびシュートより。DNAライブラリを作製し、ESTデータベースを作成した。3）木
　　質バイオマス形成を統御する因子をコードする遺伝子の候補を取得し、形質転換個体を作成してリグ
　　ニンおよび生合成前駆体の含量を測定した。
「イソプレン放出植物の耐熱性機構と持続可能農業のための分子育種」
　　イソプレンの放出が植物の高温耐性と深く関わっていることを突き止め、イソプレン放出が植物に高
　　温耐性を付与することができるかについて調べた。
r小型衛星によるGPS電波掩蔽観測」
　　「G　P　S掩蔽法」について、データ解析、データベース構築ならびにデータの科学・実利用に関する
　　研究を行った。
「木材組織学と同位体化学の融合によるヒノキ年輪を用いた古気候復元の試み」
　　ヒノキ材試料の酸素・炭素などの同位体比の推移を明らかにし、気候データや古文書の記載などとの
　　相関から、わが国における古気候復元の可能性について検討した。
「森林が雨を降らせるメカニズム」
　　葉の表層に棲息する微生物が大気中に舞い、その細胞壁表層で水が凝集して水滴になるという仮説の
　　もと、葉の表面に棲息する微生物と雨の中の微生物との関連性を調べた。
rポリガラクチュロテーゼ構成発現体植物の微細構造解析」
　　ポプラを用いてポリガラクチュロテーゼを構成発現させる植物体作出し、その伸長成長、肥大成長を
　　里予性型と比較したところ、茎の伸長成長が野1性型よりも遅いことが分かった。
ミッション21太陽エネルギー変換・利用
ミッション研究の活動内容
　化石資源依存型社会から太陽エネルギ』依存型持続的社会への変革を目指し、炭素循環系に負担がかか
らない革新的技術の開発を行う。すなわち、太陽エネルギーの変換・利用手法を多角的に研究し、化石資
源に依存した社会からの脱却をはかることを目的とし、CO。削減に繋がる宇宙太陽発電とバイオマスのエネ
ルギ』・化学資源化の基盤技術を構築するため、太陽エネルギーの直接的利用である宇宙太陽発電所（SPS）
の根幹技術としてのマイクロ波送受電技術の開発、微生物・熱化学的方法を用いた木質バイオマスのバイ
オフユーエル、バイオケミカルス、高機能炭素材料への変換に取り組む。
一98一
研究課題
　マイクロ波送受電技術の関連では、マイクロ波ビーム制御技術やその屋外実験システム，低電力用なら
びに高電力用の高効率受電システム，ユビキタス電源，電気自動車無線充電システム，建物内無線配電シ
ステムの開発などを行ってきた。木質バイオマスからの機能性材料生産に関しては、自己放熱性炭素基板
材料の開発を行った。マイクロ波加熱技術の応用としてエタノール生産をはじめとしたバイオマス変換、
ポリマーの発酵生産、高機能材料プロセス装置の開発を行ってきた。このうち、微生物・マイクロ波複合
処理による木質バイオマスからバイオエタノールを生産する研究は、萌芽ミッションプロジェクトとして
開始したが、NEDOの支援を得て、ベンチプラントを建設するプロジェクトに発展した。平成20年度は、
連続式マイクロ波照射装置を開発した。また、経済産業省の地域イノベーション創出研究開発事業を通し
て、スギ材からバイオエタノールを生産するための湿式粉砕酵素糖化前処理法のベンチプラントを建設し、
実証試験を実施した。また、シロアリおよびその腸内微生物を利用した水素およびメタンの発酵プロセス
の解析と応用研究、バイオマス変換にとって有用な担子菌の木材腐朽機構の解析や高効率形質転換法の開
発研究を実施した。
平成20年度に重点的に予算配分された研究活動と成果
畷 研究課題＝成果 研猷ま者飛行船を用いたマイクロ波による電力無線伝送技術に関する研究：
1 世界で初めて、飛行船（高度30m）から地上に向けて、マイクロ波による無線 山川宏
電力伝送実験に成功した。その後、公開実験も行った。
マイクロ波加熱による高機能材料プロセス装置の開発：
2 装置の改良を行い、二酸化チタンのカーボンフリーマイクロ波還元反応プロセ 三谷友彦
スの研究開発や、有機薄膜太陽電池のマイクロ波アニ』リングの研究を行った。
レトロディレクティブシステムの屋外実験：
3 総務省からの免許を受け、暗室内では5．4mだった伝搬距離が屋外では25mで、橋本弘藏
8素子10mWのアクティブフューズドアレイを用いて実験することができた。
宇宙太陽発電での利用をめざした熱伝導自己制御型の熱電変換炭化ケイ素複合
材料の開発：4
二酸化ケイ素と炭素を液相で反応させ、炭化ケイ素ロッドを含む多孔性SiC／C
畑俊充
複合材料を作製し、放熱と発電を両立させる木質系エコ材料を開発した。
ミッション3＝宇宙環境・利用
ミッション研究の活動内容
　本ミッションでは、宇宙空間に存在するプラズマ、宇宙線、惑星間物質等に関する研究を発展させると
ともに、それらが生命体、材料等に与える影響を検討する。同時に、宇宙機の軌道力学、ミッション解析
に関する研究を深めることにより、地球近傍の宇宙空間の環境調査と月および惑星の探査技術の開発、並
びにそれらの環境を利用した宇宙システムに関する研究を行う。宇宙および室内での実験と計算機実験を
駆使して、宇宙自然環境・飛翔体環境の定量解析、さらには、これらの環境下での木質系新素材の開発、
宇宙空間利用などの研究を推進し、宇宙空間を人類の新たな生活圏に拡大していくための技術基盤の構築
を目指す。
研究課題
　ミッションプロジェクトとして、小型宇宙電磁環境モニター装置の開発、宇宙プラズマ計測のための波
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動粒子相関計測器の開発、月周回衛星「かぐや」による波動解析、宇宙用導電軽量木質材料の開発、イオ
ンエンジンにおけるビーム中和電子粒子解析、超伝導コイルを用いた磁気セイル宇宙機の推力特性の基礎
研究、太陽光圧を利用したソーラーセイル宇宙機の軌道ダイナミクス、衛星帯電を利用した宇宙機の位置
制御に関する基礎的研究を行った。これらの学際・萌芽的研究は、ミッションプロジェクトとして所内研
究費を利用して開始した。また、宇宙環境解析に関連した研究プロジェクトとしては、宇宙環境シミュレ
ータ、特に衛星環境プラズマシミュレータの開発、放射線帯高エネルギー粒子生成機構の研究を推進した。
また、宇宙プラズマの階層型粒子シミュレーション技術の開発、および、その磁気セイル宇宙機の推力発
生メカニズム解析への応用に関しての研究を推進した。これらは、基本的には、競争的外部資金を用いて
推進しており、他大学や研究機関の関連研究者との共同研究プロジェクトである。
平成20年度に重点的に予算配分された研究活動と成果
畷 研究課題：成果 研密憾者宇宙環境・利用のための宇宙航行力学に関する研究：
1 太陽光圧を利用したソーラーセイル宇宙機による地球近傍小惑星フライバ 山川宏
イ探査の手法を構築した。
宇宙空間における波動粒子相互作用の直接検出に関する研究・開発：
2 プラズマ波動と粒子を衛星機上でデータ処理する模擬装置の開発を行い、 上田義勝
実現可能な処理性能を示した。
磁気セイル宇宙機用超伝導電磁石の研究：
3 太陽風エネルギーを推進力に変換する磁気セイル宇宙機に用いる超電導コ 山川宏
イルの実験装置の開発を行った。
新しい燃料電池素材・燃焼性ガスセンサー禾I」用としてのR型二酸化マンガ
ンの電気特性解析：4
常温下における水素ガスセンサーとしての特性を計測する事でその実現可
上田義勝
能性を示し、電気特性の基礎解析を行った。
科学衛星搭載電界センサー特性に関する電磁粒子シミュレーション解析：
5 宇宙プラズマ環境および衛星からの光電子環境における電界センサー特性 臼井英之
を電磁粒子シミュレーションで解析する手法を構築した。
電磁粒子モデルを用いた高周波発生装置数値シミュレータの開発：
マイクロ波発生用電子管であるマグネトロン内部の電子一電磁界相互作用6
を3次元的に再現しマイクロ波発生過程を定量的に評価できる数値シミュ
臼井英之
レーダの構築を行った。
月周回衛星rかぐや」の波動解析：
「かぐや」に1㎜z以下の波動観測装置を搭載し，月周辺とりわけウエイク7
の影響を受けた静電波動や掩蔽を利用した地球からの波動観測と解析を行
橋本弘蔵
った。
導電軽量炭素材料からなる宇宙環境モニタ』用筐体部の作成と木質炭素化
物の酸化腐食性の検討：8
導電軽量炭素材料からなる宇宙環境モニタ』用筐体部作製のための人造黒
畑俊充
鉛製板材料を作製した。
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…ツジョン41循環型資料1材料開発
ミッション研究の活動内容
　平成18年に完成した木造エコ住宅は、耐震性や断熱性、エネルギー消費の面で改善すべき点が多々指
摘され、真のエコ住宅とは言えない状況にある。これらの弱点を改善し、長寿命で環境への負荷が少ない
r真の木造エコ住宅」に相応しい住宅を実現することを目標として、平成20年度は、r木造エコ住宅の耐
震性向上と省エネルギー・長寿命化を可能とする研究」という一つの目標を定めて活動を行った。
研究課題
　全部で11の小研究課題が提案された。その内、特に予算を必要としない文献調査を主たる研究内容とす
る小課題を除く小課題6件に対し、合計250万円の予算（平成19年度実績は280万円）を配布した。
平成20年度に重点的に予算配分された研究活動と成果
r小課題1：天然系超軽量素材を用いた断熱材料の開発」
　　超低比重（ρ＝O．023）天然素材系材料を住宅の断熱性能向上に適用させるための研究を行った。
「小課題21Energy　Harvestingを利用した低環境負荷給電システム」
　　無線電力伝送技術を応用したEnergy　Harv・stingにより有線、電池等の資源を不要とする新しい低環
　　境負荷給電システムの開発を行った。
「小課題3：木材の大気浄化機能と調湿機能の開発」
　　スギ材木口面のNO。，O。など大気汚染物質の吸着機能や調湿機能を最大限に活用するための切削、
　　加工技術の開発と共に、外構材や内装材として実用化するための技術開発を行った。
r小課題4：高強度木質系ナノ材料の開発」
　　建築用途やサブ課題5に使用できる安価で高強度のセルロースナノファイバー補強材料の開発研究を
　　打つだ。
「小課題5：自動劣化検出システムと自己修復機能を装備した住宅の長寿命化と温故知新的技術による住
宅快適化の検討」
　　今まで要素・個別技術として開発してきた劣化診断技術と保守管理技術を集約化して組み込むことに
　　より住宅の長寿命化をはかる。また、ブラインドや散水による住宅の快適性維持の効果に学術的な検
　　計を加えた。
「小課題6：超長期住宅の設計に資する歴史的建築物由来木材の学術情報収集」
　　歴史的建造物に使われている木材を調べることで、どのような木材の使い方や樹種が高耐久性を生み
　　出すのかヒントを貰うことができるとの考えに基づき、歴史的建築物由来木材の学術情報を収集・整
　　現した。
インターミッション
　生存圏研究所は、「圏」の概念に基づき、生存圏の科学的診断と治療技術による、地球環境と人間活動の
共存を目指している。その中で、インターミッションは、生存圏科学の創成に向けて、圏間を結ぶ融合プ
ロジェクトを遂行する重要な場である。現在は、大気圏一森林圏一人間生活圏を結んだ先導的プロジェク
トとして、インドネシア・スマトラ島やマレーシア・ボルネオ島の大規模産業造林をフィールドに「アカ
シアプロジェクト」を行っている。
アカシアプロジェクト　一熱帯人工林の環境貢献とその持続的生産・利用一
　森林圏および大気圏の炭素、水蒸気などの物質循環を精測して、物質フロー解析やライフサイクル評価
による環境負荷影響評価を行い、大気圏・森林圏の圏間相互作用を明らかにするとともに、それに基づく、
地域の環境と木材の持続的生産の維持およびそこから生まれる木質資源の利活用技術について研究してい
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る。
　平成16年度からインドネシア、スマトラ島における20万haのアカシア産業造林地をフィールドとし、ア
カシア造林地の複数ヶ所に気象観測器の設置を進め、降雨量等のデータ収集・解析を行っている。また、
インドネシア科学院生命科学部門、産業造林を管理運営しているMUSI　HUTAN　PERSADA杜ならびに京都大学
生存圏研究所の三者間でMOUを締結し、アカシアマンキウム植林地における持続的生産と林産物利用に関す
る研究について共同研究を進めている。20年度には、森林バイオマス生長量評価に関してこれまで実施し
てきた地表データによる評価および気温や降雨量に関する気象データ収集に加え、衛星データを用いた広
域森林バイオマスのリモートセンシングによる評価手法の開発に着手した。また、アカシアマンキウムの
ESTデータベース作成とアカシアマンキウムなどの形質転換系構築を進めた。さらに、インドネシア科学院
（LIPI）との共同研究で、アカシアマンキウムの遺伝子組換え法として新しいユニークな技術を開発した。
　一方、グローバルCOEプログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」において、東南ア
ジア研究所と協働で人文・社会経済的な視点を加えた文理融合・問題解決型の統合研究サイトとして新た
な展開を目指しつつある。その中で、インドネシア、スマトラ島リアウ州にある自然林、観光林および
SinarMas杜の産業人工林が複合したRiau　Biosphere　Reserve（78万ha）において、リアウ大学、インド
ネシア科学院（LIPI）、林業省などと共同研究を展開するための準備を進めた。
　このほか、平成19年度にKMHYBRIDPLANTATIONSDNBHD杜と熱帯域の持続的林業経営と生産に関する
覚書を交換し、これに伴って、同社のマレーシア、サバ州における用材生産を目指したアカシアハイブリ
ッド林（約4，000ha）において、気象測器の設置、バイオマス生産の調査、ならびにシロアリの生息（生物
多様性）調査を開始した。20年度は、バイオマス生長量の地表データを集積するとともに、アカシアマン
キウムおよびハイブリッド2，3年生の部位別樹木バイオマスを調査した。また、地域の生物多様性評価の
ためにシロアリと菌類を指標とした生物多様性調査を実施した。加えてアカシア材の利用に関する種々の
評価を実施した。
一102一
